
 

平成１９年度福岡女子大学土曜公開講座 
 
 
 
 
 
 
 

日 程：平成１９年５月～平成２０年２月の毎月第２土曜日 

※ 8 月と 2 月は第 1 土曜日に開催 

時 間：１３：３０～１５：００（受付は１３：００～） 

会 場：福岡女子大学 附属図書館 1 階 視聴覚室 

対 象：高校生および一般の方 

受講料：３，０００円（全１０回分） ※高校生は無料 
 

日程 テーマ 講師 

 ５月１２日 万葉集/美の源流 
月野文子 

本学文学部教授 

 ６月 ９日 古今集/構造の美 
田坂憲二 
本学文学部教授 

 ７月１４日 

古典和歌の世界 

新古今集/幽玄の美 
今井明 
本学文学部教授 

 ８月 ４日 説話から教科書へ 
大久保順子 
本学文学部助教授 

 ９月 ８日 「あはれ」から「人情」へ 
石井和夫 

本学文学部教授 

１０月１３日 

江戸から明治へ 

草双紙の発展から衰退へ 
矢野 準 

本学文学部教授 

１１月１０日 日本文学と出版文化 
田坂憲二 

本学文学部教授 

１２月 ８日 古典和歌とデータマイニング 福田智子 

同志社大学文化情報学部講師 

 １月１２日 日本文学と日本語教育 
川野靖子 
本学文学部講師 

 ２月 ２日 

隣接分野との連携 

近代文学と西洋文化 
石井和夫 
本学文学部教授 

 
申し込み・問い合わせ先 

福岡女子大学 女性生涯学習研究センター 

後 援  福岡県教育委員会、福岡市教育委員会 

 
✾申し込み方法等、詳細は裏面をご覧ください✾ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

✾申し込み・問い合わせ先✾ 
福岡女子大学 女性生涯学習研究センター 
〒813-8529 福岡市東区香住ヶ丘 1-1-1 
TEL：092-661-2411（内線 533） 
FAX：092-661-2415 
E-mail：rcle@fwu.ac.jp 
URL：http://www.fwu.ac.jp/rcle/ 

 

後援 福岡県教育委員会、福岡市教育委員会 

✾受講方法✾ 
ハガキ、FAX、E-mail にて、受講講座名･住所･氏名･
年齢･職業または高校名（学年）･電話番号を記入の
上、下記へお申し込みください。 
申込者は全員受講できますので、受講票等の発送は
いたしません。 
 

※受講料は初回受講時に、受付で徴収させていただきます。 

ご提供いただいた個人情報につきましては、公開講座等の実施・運営、本センターからの公開講座等のご案内に

使わせていただき、他の目的には使用いたしません。 
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東市民センター 
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至北九州 （地下鉄） 

天神 中州川端 貝塚 

女子大前バス停 

西鉄香椎 

安川タクシー 

至福岡 

 

福岡空港 

福岡女子大学 

公共の交通機関をご利用ください。 

トヨタカローラ 

○JR香椎駅から徒歩約15分 
○西鉄香椎駅から徒歩約 12分 香椎花園駅から徒歩約 10分 
○西鉄バス「女子大前」下車（系統：21、21A、23、26、26A） 

万葉集／美の源流  月野文子 
『古今集』以降の歌集において最も重視された<四季分類>とその美意識の源流を『万葉集』の中から探ります。暦

に対する認識、季節の推移と景物、花鳥の取り合わせ等を中心にして、万葉時代の自然観や季節意識の形成に

ついて考えます。 

古今集／構造の美  田坂憲二 
『古今和歌集』の最大の魅力は、歌集としての構造美にあります。作者の異なる和歌を巧みに配列して、時の流

れ・季節の推移を眼前に鮮やかに甦らせます。春の和歌を中心にその魅力に迫ります。 

近代文学と西洋文化  石井和夫 
イギリスは漱石を変えたか―― 「浜茄子や今日も沖には未来あり」：海外雄飛は日本人の夢であり、西洋はセイレ

ーンのように渡航者を変身させる？ 彼らを変えたのは本当にカルチャーショックだろうか。 

日本文学と日本語教育  川野靖子 
日本語教育は、日本語を母語としない人(たとえば外国人)を対象とした教育です。この講座では、身近な日本語

の文章を、日本語学習者の視点から見直してみることのおもしろさについて、お話ししたいと思います。 

古典和歌とデータマイニング  福田智子 
写本・版本の文字を電子化し、整備・蓄積することによって、大量の和歌をコンピュータで文字列解析できるようにな

りました。現代の情報科学の技術を使って、日本の伝統的な和歌文学を分析し、新たな発見に挑みます。 

日本文学と出版文化  田坂憲二 
1950 年頃から約四半世紀、70 年代の半ばまで、様々な種類の日本文学全集が出版されました。日本の出版文

化が最も輝いていた時代でした。水準の高い、懐かしい全集の数々を振り返ります。 

草双絵の発展から衰退へ  矢野 淳 
江戸時代の絵本である草双紙の発展から衰退までを概観し、一二の作品について絵の部分を含めて少しだけ解

説をしてみたいと思っていますが……。｢だろうかい(解)」にご用心ご用心といったところです。 

「あはれ」から「人情」へ  石井和夫 
「憐れ」の魅惑―― 漱石は「憐れは神の知らぬ情で、しかも神に尤も近き人間の情である。」と言う。洋の東西を

問わず古い歴史をもち、われわれに馴染みのこの「憐れ」の魅力を追跡する。 

説話から教科書へ  大久保順子 
明治以降の国語の教科書には、江戸時代の説話が様々に利用されています。懐かしい教科書の逸話や昔話の

本文や挿絵を比べ、話の受容や改変の意味、「文学の伝え方と学び方の怖さ」等にも及びたいと思います。 

新古今集／幽玄の美    今井 明 
「幽玄」と聞いただけで、何だかむずかしそうで敬遠したくなります。そこで、「幽玄とはなんぞや」といった問題からではな

く、どのようにすれば「幽玄」らしさが出せるのか、といったことからお話しを始めたいと思います。 


